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「にっぽん丸」の概要

総トン数 22,472トン
全長 166.6m
全幅 24.0m

船客定員 532名/203室（最大）
乗組員数 約230名

竣工 1990年9月
船籍 東京

改装履歴 2010年 大改装
2020年 客室部分改装



「にっぽん丸」の概要

客室 グランドスイート 79㎡

客室 ステートルーム 14～18㎡

オーシャンダイニング春日

ホライズンバー

ドルフィンホール

リドテラス

グランドバス



講 演 の 構 成

１．コロナ禍での運航停止から
国内クルーズ再開まで

２．感染防止対策と運航の継続

３．待望の国際クルーズ就航

終わりにあたって



コロナ禍での運航停止から国内クルーズ再開まで

クルーズ事業者における感染防止対策 ～ にっぽん丸の現場から



コロナ禍での運航停止から国内クルーズ再開まで

1月28日 政府は新型コロナを「指定感染症」「検疫感染症」に指定

７月～８月 第２波襲来

２月18日 にっぽん丸ホノルルより東京港に入港
その後ドックで改装

４月７日 特措法に基づく「緊急事態宣言」が初めて発出

2020年

１月31日 WHO「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」宣言

４月からのクルーズ催行中止

２月11日 WHOが″COVID-19“と命名



2020年９月18日
●国土交通省 「クルーズの安全・安心の確保に係る

検討・中間とりまとめ」発表

●日本外航客船協会 「外航クルーズ事業者の
新型コロナウイルス感染予防対策ガイドライン」公表

●日本港湾協会 「クルーズ船が寄港する
ターミナル等における感染拡大予防ガイドライン」公表

●商船三井客船
「感染症予防対策マネジメントマニュアル」策定

コロナ禍での運航停止から国内クルーズ再開まで



コロナ禍での運航停止から国内クルーズ再開まで

10月16日
日本海事協会から
本認証（鑑定書）取得

9月25～26日
日本海事協会による、
にっぽん丸船上審査実施

2020年

10月
東京港、横浜港、神戸港における
合同ドリル実施



各関連業界ガイドラインへの適合

宿泊施設ガイドライン

ホテル業ガイドライン

エステティックサロンガイドライン

劇場、音楽堂等ガイドライン

ゲームセンターガイドライン

フィットネス関連施設ガイドライン

外食業ガイドライン

映画館ガイドライン

オーセンティックバーガイドライン

浴場業(公衆浴場)ガイドライン

スイミングクラブガイドライン

図書館ガイドライン



コロナ禍での運航停止から国内クルーズ再開まで

2020年
10月17～18日
８ヶ月ぶりのクルーズ再開
「にっぽん丸トライアルクルーズ」

その後、チャータークルーズ、自主一般募集のクルーズ催行

10月19日
国土交通省への衛生管理規程 届け出
にっぽん丸衛生管理者任命（機関長）



８ヶ月ぶりのクルーズ運航再開



運航中止期間（外国人クルーの帰国）
″WE ARE WAITING FOR YOU

ALL PHILIPINO CREW !!″



感染防止対策とクルーズ運航の継続

クルーズ事業者における感染防止対策 ～ にっぽん丸の現場から



感染防止対策とクルーズ運航の継続

予 約
Booking

乗 船 下 船船内生活
CruisingEmbarkation Disembarkation

✔ 感染者乗船のリスクを減らす ⇒ もちこまない！

✔ 船内での感染リスクを抑える ⇒ うつさない！

✔ 感染の拡大リスクを抑える ⇒ ひろげない！

感染防止対策の３つの柱



体調管理、体温計測
海外渡航歴
感染者との濃厚接触
事前ウイルス検査（PCR法）″陰性“確認 (2022年12月時点)

乗船前

乗船当日
健康質問票
体温測定
当日ウイルス検査（ランプ法）″陰性“確認

感染防止対策とクルーズ運航の継続



船内で行う
ウイルス検査（ランプ法）

感染防止対策とクルーズ運航の継続



乗船中
マスク着用、手洗い、手指消毒

毎日の体温計測

人数制限、座席数削減

サービスとイベントのスタイル変更

ゾーニングと隔離部屋

濃厚接触者特定アプリの導入

感染防止対策とクルーズ運航の継続



☜
公室の入退場を
乗船証をかざして
読み込み記録する
(サーモカメラ

機能付き）

☜
テーブル毎の
QRコードと
乗船証を
読み込み、
着席場所を記録

☟

感染防止対策とクルーズ運航の継続



座席数の削減

人数制限

感染防止対策とクルーズ運航の継続



換気対策、空調設備
UV-C（紫外線C波）殺菌ライト、
マイナスイオン発生装置を新たに設置

抗菌フィルターを導入

公室や居室への
空気清浄機、
加湿器の設置

感染防止対策とクルーズ運航の継続



CO2 モニターの導入

自動水栓化
（共用施設）

感染防止対策とクルーズ運航の継続



感染防止対策とクルーズ運航の継続

フロントデスク



感染防止対策とクルーズ運航の継続
グランドバス(大浴場)の感染防止対策

混雑状況モニター



徹底した清掃・消毒と
乗組員への教育・訓練

公衆衛生の専門機関の指導により、
トレーニングを受けた乗組員が
清掃・消毒に従事する

環境衛生管理者を取得した
乗組員には認定証が交付された

感染防止対策とクルーズ運航の継続



トレーニングを受けたクルーによる清掃・消毒



乗船時の手指消毒

感染防止対策とクルーズ運航の継続



ダイニングルームに
アクリルパネルを設置

感染防止対策とクルーズ運航の継続

メインダイニング「瑞穂」

オーシャンダイニング「春日」



感染防止対策とクルーズ運航の継続
ティーラウンジ



感染防止対策とクルーズ運航の継続

乗組員食堂



ビュッフェサービスの再開

ガイドライン（第７版）においてビュッフェサービスが可能となった

ビュッフェサービスの再開
感染防止対策とクルーズ運航の継続



ビュッフェ料理コーナーでの消毒



感染防止対策とクルーズ運航の継続

ディスタンスを確保しての
ダンスイベント



感染防止対策とクルーズ運航の継続

屋外でのエクササイズ



感染防止対策とクルーズ運航の継続

船長からのご挨拶



感染防止対策とクルーズ運航の継続

アクリルパネルを設置してのカジノゲーム



感染防止対策とクルーズ運航の継続
手作りマスク教室



感染防止対策とクルーズ運航の継続

寄港地での上陸時の感染症対策

☚自由行動予定票



上陸時／帰船時の体温測定



待望の国際クルーズ就航

にっぽん丸で航く

モーリシャス
プレシャスクルーズ
～インド洋を巡る 楽園の船旅～



感染者発生時の対応（運航中止基準）

有症者が発生 ⇒ 検査
感染が確認された場合 ⇒ クルーズ中止

船客自室待機

①一例目の感染が確認された場合 ⇒ クルーズ継続
（または感染者発生が４人まで）

②二例目の感染が確認された場合 ⇒ クルーズ中止
（または５人以上の感染者発生）

有症者が発生 ⇒ 船客全員自室待機
感染が確認された場合 ⇒ クルーズ中止

最新「運航基準」

ガイドライン
第２版まで

ガイドライン
第６版まで

ガイドライン
第７版対応

ガイドライン
第８版対応

2020年9月～

2021年4月～

2022年8月～

2022年11月～



最新の運航基準（ガイドライン 第８版対応）
ステップ１：「過去７日間の総感染者の割合」が「３％未満」

 ガイドラインに基づき、感染者の陸上隔離、濃厚接触者（同一グループ内
の乗客・乗員が該当）の船内隔離、感染者が使用した船内施設の消毒、
感染経路追跡調査等を実施。

 本社内に対策本部を設置。

ステップ２：「過去７日間の総感染者の割合」が「３％以上～１０％未満」

ステップ１までの措置に加えて次の措置を実施。
 乗客・乗員に対して手指消毒、換気の励行を改めて周知。
 イベントアクティビティの段階的な中止。
 対策本部でステップ１より強化した感染防止対策を検討、それを実行する。

ステップ３：「過去７日間の総感染者の割合」が「１０％以上」

 運航を短縮して最終下船港に戻る。



待望の国際クルーズ就航

（抜粋）
９．適用

本ガイドラインは、国内クルーズに適用される前提で作成されたものであるが、
国際クルーズの実施にあたっては、当面、以下の通り読み替え及び追加措置を
講じたうえで実施する。

（１）【保健所】 ⇒ 検疫所

（２）【国内寄港地に停泊中、国内各港間を航行中】 ⇒ 国内寄港地に停泊中、
国内各港間を航行中、国外寄港地に停泊中、国外各港間を運航中、国内から
国外寄港地に航行中、国外から国内寄港地に運航中

（３）国外への寄港に際しては、当該国政府、港湾当局等が定める要件に従うこと。

（４）国外寄港地に停泊中又は国外寄港地に航行中に感染者が確認された場合には、
当該国政府等関係者の指示に従うこと。

（５）乗客に対して､国外での入院・治療、帰国のための費用等の弁済が可能な額の
保険への加入を強く求めること。

外航クルーズ事業者のガイドライン 第８版



モーリシャス プレシャス クルーズ

Mauritius



2022年12月15日 横浜港 出港



2022年12月15日 横浜港 出港



クルーズスケジュール （12月15日時点）



待望の国際クルーズ就航！

モーリシャス
プレシャスクルーズ
～インド洋を巡る 楽園の船旅～



終わりにあたって
ポストコロナ時代においても変わらぬものは、
「美しい海」「楽しい船内」「美味しい食事」

そして「お客様の笑顔」







ポストコロナ時代のクルーズライフ



ポストコロナ時代のクルーズライフ



商船三井客船株式会社

ありがとうございました

クルーズ事業者における感染防止対策 ～ にっぽん丸の現場から

Bon Voyage ！
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